

































　福島の原発の被災者は、毎月 1 人 10 万円ずつ

























と思いますね。2 時 46 分です。
　この辺に名取川という川があります。その近く
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ことは 100％頭にありませんでした。14 時 46 分









































波が 3 ｍの高さになるまで 1 分とかかりません。
津波の速さは計算上でいいますと、150km 先の震












































います。1 人、2 人、3 人、4 人、あとこっち側に










































































































































































いなと思って、子どもたちは 3 階の教室、親は 3
階の廊下で待機しました。ところが、今は便利で
すね、ワンセグでテレビを見たら、名取市の津波
到達時刻 15 時 40 分と載ったそうなのです。しか
し 15 時 40 分過ぎたが津波は来ていないし、見え
ない。「津波は来ないだろう、帰せ」と。それで
ちょっと校長も困ったのだけど、「わかりました、
じゃ、1 階の体育館で 1 回点呼をとりましょう」









































































































1 階建ての平家に 40 人、体を動かせないお年寄








































































































































実は、津波の 5 年か 6 年ぐらい前かな、うちでお
やじの七回忌がありまして、姉と妹の家族が来て、
お坊さんに拝んでもらって、あと、酒を飲んだん
























　あと、ちょうど 3・11 の 1 年ぐらい前にチリ沖
地震があったでしょう。我々、沿岸部の人間全員、





































































































































　月に 2 回か 3 回、県外に行っています。来月は
熊谷市と群馬県の太田市。群馬県の太田市は 2 回











































　その話を 1 年前、桜美林の中学生 800 人と高校


















　こういう講演会は、対象が 5 人でも 10 人でも
やります。連絡してください。
　どうもありがとうございました。
付記　本稿は、2016 年 11 月 16 日に開催された、愛知県
立大学生涯発達研究所主催連続講演会「災害と教育・
福祉」（地域連携センター共催）の第 3 回の内容をまと
めたものである。講演会は、2016 年度科学研究費補助
金研究「教育と社会福祉の連携によるウェルビーイン
グの実現をめざす教育福祉の総合的研究」（基盤研究（B）
課題番号：16H03766）の一環でもある。
